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７
月
７
日
の
七
夕
の
日
、桂
川
町
と「
株
式
会
社
竜
製
作
所
」

（
本
社
・
愛
知
県
名
古
屋
市
）
が
天
道
工
業
団
地
へ
の
進

出
の
た
め
の
立
地
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
株
式
会
社
竜
製
作
所
」
は
、
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
㈱

デ
ン
ソ
ー
を
は
じ
め
、
㈱
豊
田
紡
織
、
ノ
リ
タ
ケ
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
協
力
会
社
と
し
て
組
立
機
械
・
搬
送
装
置
・
検
査
機
械
な

ど
の
専
用
機
械
の
設
計
制
作
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

立
地
協
定
締
結
後
の
挨
拶
で
、
井
上
町
長
は
、「
こ
う
し
て

県
外
か
ら
自
動
車
関
連
企
業
が
、
桂
川
町
に
や
っ
て
く
る
の
は

初
め
て
の
事
で
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
。
地
元
で
の
雇
用
促
進
や
、

技
術
系
人
材
の
育
成
、
天
道
工
業
団
地
の
活
性
化
の
弾
み
と
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
挨
拶
に
立
た
れ
た
「
株
式

会
社
竜
製
作
所
」
取
締
役
社
長
の
石
田

光
義
氏
は
、「
桂
川
町
に
工
場
建
設
を
決

め
た
理
由
は
、
町
長
か
ら
の
熱
烈
な
ラ

ブ
コ
ー
ル
と
、
桂
川
町
が
福
岡
県
の
中

心
部
に
位
置
し
、
当
社
と
取
引
の
あ
る

お
客
様
（
福
岡
・
北
九
州
な
ど
）
と
の

距
離
が
近
い
点
な
ど
で
す
。」
と
桂
川
町

の
地
理
的
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

1

桂川町役場応接室内で行われた立地協定書署名風景（写真右）と立地
協定締結後の握手風景（写真左）

（左より井上町長、竜製作所 石田光義 社長、福岡県商工部企業立地課 
石川治夫 課長）

事業所名 株式会社竜製作所　北九州工場
進出場所 天道工業団地
面　　積 土地：約 5,700 平方ﾒｰﾄﾙ、建物：約 1,000 平方ﾒｰﾄﾙ
総投資額 約２億円

従業員数
30 名（内、新規雇用は 20 名）

※営業・事務、設計開発、製造を各 10 名

事業内容
専用機（自動車部品工場で製品を作るための機械など）・治工
具の設計・製作、保全・改善工事

操業開始時期 2009 年 5 月予定

　

福
岡
県
で
は
「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台
生
産
拠
点
推
進
構
想
」

を
推
進
し
て
お
り
、
今
回
の
「
株
式
会
社
竜
製
作
所
」
の
桂
川
町
進
出
は
、

自
動
車
産
業
を
裾
野
で
支
え
る
拠
点
が
、
県
内
に
ま
す
ま
す
集
積
す
る
こ

と
に
な
る
と
、
多
方
面
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

事業所名 株式会社竜製作所
創　　業 1946 年 4 月
資 本 金 4,000 万円
売 上 高 グループ合計　52 億円（2007 年 3 月期）
従業員数 グループ合計 130 名（2007 年 9 月現在）

現在の工場数 国内 3 工場、台湾に 1 工場（桂川町が 5 番目の工場）

納 入 先
㈱デンソー、アスモ㈱、㈱豊田自動織機、アイシン精機㈱、
㈱村田機械、イビデン㈱、三菱重工㈱、トヨタ紡織㈱、ノリ
タケグループなど

◆進出概要◆

◆株式会社竜製作所　会社概要◆
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